
陽光を受け、壮麗に輝く富士山。
（甲州アルプスから望む富士）

甲州アルプス：甲府盆地を東から支える山塊である大菩薩小金沢連嶺
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豊かな自然 歴史と文化に彩られた 果樹園交流のまち 甲州市
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謹

新
年

賀　

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
溢
れ
た
輝
か
し
い
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
の
創
生
と
好
循
環
の

確
立
に
向
け
た
「
甲
州
市
総
合
戦
略
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、

地
域
産
業
の
活
性
化
、
若
い
世
代
の
就
労
や
結
婚
、
子
育

て
環
境
の
充
実
、
安
心
安
全
の
防
災
対
策
な
ど
多
種
多
様

な
施
策
を
推
進
し
な
が
ら
、
第
１
次
甲
州
市
総
合
計
画
に

お
け
る
将
来
像
や
、
甲
州
市
の
あ
る
べ
き
姿
を
、
よ
り
一

層
追
求
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
甲
州
、
山
梨
、
笛
吹
の
峡
東
３
市
と
山
梨
県
に

よ
る
、
世
界
農
業
遺
産
へ
の
認
定
や
峡
東
ワ
イ
ン
リ
ゾ
ー

ト
構
想
の
実
現
は
、甲
州
市
の
産
業
を
繁
栄
さ
せ
、10
年
後
、

20
年
後
、
30
年
先
の
発
展
と
成
長
を
見
据
え
た
も
の
と
し

て
取
り
組
み
を
加
速
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

甲
州
市
は
、
古
く
か
ら
自
然
に
恵
ま
れ
、
ぶ
ど
う
棚
の

甲州市長
田辺 篤

春先にまちを華やかに彩るえんざん桃源郷

平成 29 年 1 月 2
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景
観
や
、
こ
ろ
柿
が
連
な
る
情
景
や
、
桃
の
花
が
一
面
に

咲
き
広
が
る
桃
源
郷
な
ど
、
果
樹
農
業
そ
の
も
の
が
大
き

な
地
域
資
源
で
あ
り
ま
す
。
農
業
は
、
私
た
ち
が
生
活
す

る
う
え
で
の
根
幹
で
あ
り
、
時
代
と
と
も
に
農
業
と
関
わ

り
の
深
い
ワ
イ
ン
産
業
、
収
穫
祭
な
ど
多
く
の
産
業
と
地

域
文
化
が
生
ま
れ
、
地
域
に
幸
福
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

先
人
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
伝
統
的
な
農
業
を
守
り
、
さ

ら
に
成
長
と
発
展
に
導
く
こ
と
が
、
甲
州
市
が
進
む
べ
き

道
の
一
つ
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

甲
州
市
は
近
年
、
国
内
は
も
と
よ
り
世
界
各
国
か
ら
観

光
客
が
訪
れ
、
豊
か
な
自
然
、
そ
の
恵
み
の
一
つ
で
あ
る

ワ
イ
ン
、
悠
久
の
歴
史
や
地
域
文
化
、
季
節
に
よ
っ
て
彩

り
を
変
え
る
自
然
の
姿
に
よ
り
、
多
く
の
甲
州
市
フ
ァ
ン

を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
で
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
生
活
を
守
り
、
国
内
の
み
な
ら
ず
世
界

に
注
目
さ
れ
る
甲
州
市
づ
く
り
を
目
指
す
と
と
も
に
、
健

康
福
祉
、
教
育
、
環
境
、
防
災
、
産
業
、
観
光
な
ど
、
市

民
だ
れ
も
が
甲
州
市
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
実
感
で
き
る

よ
う
積
極
的
に
市
政
運
営
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

な
お
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
29
年
は
、
酉
年
で
す
。
新
し
い
年
が
、
皆
様
に
と

り
ま
し
て
大
き
く
飛
躍
す
る
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ

り
ご
祈
念
を
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

広報こうしゅう3
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市
政
報
告

甲
州
市
議
会
12
月
定
例
会

次
代
に
誇
る
甲
州
市
へ

健
康
福
祉
、
観
光
産
業
、
地
域
経
済

（
要
約
抜
粋
）

健
康
づ
く
り
の
意
識
向
上

総
合
健
診　
受
診
率
ア
ッ
プ

　
８
月
か
ら
11
月
ま
で
、
29
日
間
に
わ
た
り
総
合

健
診
を
実
施
し
ま
し
た
。
保
健
環
境
委
員
会
と
の

協
働
に
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
健
康
診
断
希
望
調

査
も
５
年
目
を
迎
え
、
希
望
者
に
対
す
る
受
診
率

も
８
割
を
超
え
年
々
上
昇
し
て
い
ま
す
。
受
診
行

動
に
も
つ
な
が
り
、
健
康
づ
く
り
に
対
す
る
意
識

向
上
が
進
ん
で
い
ま
す
。
更
に
多
く
の
皆
さ
ま
に

受
診
し
て
い
た
だ
き
、
疾
病
の
早
期
発
見
・
早
期

治
療
と
健
康
の
保
持
増
進
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
次
に
、
地
域
医
療
体
制
に
つ
い
て
は
、
甲
州
市

医
師
会
及
び
薬
剤
師
会
と
締
結
し
た
、「
災
害
時
に

お
け
る
医
療
救
護
活
動
等
に
係
る
協
定
」
を
き
っ

平成２８年甲州市議 会１２月定例会の本会議初日（平
成２８年１１月３０日）に田辺市長 が述べた市政 報告

（要約抜粋）をお知らせします。
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か
け
に
、
東
日
本
大
震
災
の
際
に
釜
石
市
対
策
本

部
医
療
班
の
本
部
長
を
務
め
ら
れ
た
寺
田
尚
弘
医

師
を
お
招
き
し
、
過
日
、
地
域
医
療
の
関
係
者
等

の
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
、
さ
ら
に
地
域

医
療
を
担
う
関
係
者
と
行
政
が
連
携
を
強
化
す
る

こ
と
で
、
災
害
時
に
的
確
に
行
動
が
で
き
る
よ
う

体
制
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
30

年
度
に
ス
タ
ー
ト
す
る
、
第
７
期
介
護
保
険
事
業

計
画
作
成
に
向
け
、
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
介
護

予
防
・
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
及
び
在
宅
介

護
実
態
調
査
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
今
年
度

中
に
集
計
を
行
い
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
し

て
い
け
る
よ
う
な
支
援
体
制
づ
く
り
を
目
指
し
た

次
期
計
画
に
活
用
し
て
い
く
予
定
で
す
。
ま
た
、

要
支
援
１・２
の
方
の
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
が
市
町
村

管
理
と
な
る
、
新
た
な
総
合
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
平
成
29
年
３
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

と
し
、
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
さ
れ
る
よ
う
関
係
者
及

び
市
民
の
皆
さ
ま
方
へ
の
説
明
等
の
最
終
調
整
を

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

更
な
る
経
済
効
果
へ

積
極
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

　
観
光
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
、
市
民

の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
観
光
協
会
等
の
関
係
団
体

や
関
係
機
関
の
連
携
の
も
と
、
各
種
の
シ
テ
ィ
ー

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
例
年
に
も
増
し
て
積
極

的
に
展
開
し
て
お
り
、
季
節
感
を
活
か
し
た
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
、
観
光
・
交
流
人
口
の
増
加
と
更

な
る
経
済
効
果
を
得
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
懸
案
事
項
で
あ
る
大
日
影
ト
ン
ネ
ル
遊

歩
道
に
つ
い
て
、
万
全
を
期
す
た
め
の
修
繕
内
容

の
工
法
の
検
討
な
ら
び
に
全
面
的
な
利
用
再
開
の

ほ
か
、
見
学
ス
ペ
ー
ス
確
保
の
た
め
の
一
部
を
補

修
す
る
案
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
研
究
・
検

討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
の
手
法

も
費
用
対
効
果
の
観
点
か
ら
有
効
な
対
策
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
ず
、
来
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
は
、

当
面
、
菱
山
・
深
沢
そ
れ
ぞ
れ
の
坑
口
か
ら
ト
ン

ネ
ル
内
の
状
況
を
観
て
、
歴
史
の
重
み
を
感
じ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
写
真
や
解
説
の
パ
ネ
ル
を
展
示

す
る
な
ど
し
て
来
訪
者
を
迎
え
る
こ
と
と
い
た
し

ま
し
た
。
今
後
、
補
助
事
業
を
絡
め
た
な
か
で
利

活
用
で
き
る
か
検
討
を
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

　
次
に
、
市
内
周
遊
バ
ス
路
線
に
つ
い
て
は
、
平

成
27
年
10
月
か
ら
観
光
客
や
市
民
の
二
次
交
通
の

充
実
を
図
る
た
め
、
民
間
事
業
と
し
て
運
行
を
開

始
し
た
「
勝
沼
周
遊
バ
ス
」
に
つ
い
て
、
今
年
度

は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
と
９
月
か
ら
11
月
の
土・

日
・
祝
日
に
１
日
８
便
の
運
行
を
行
い
、
１
日
あ

た
り
平
均
１
０
１
名
・
最
多
２
１
１
名
の
乗
車
が

あ
り
ま
し
た
。
勝
沼
地
域
の
主
要
な
観
光
資
源
を

効
率
良
く
周
遊
で
き
る
ル
ー
ト
に
な
っ
て
お
り
、

甲
州
市
を
訪
れ
る
方
に
大
変
好
評
を
い
た
だ
い
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

果樹産地の PR など、観光交流人口の増加
を目的としたシティプロモーション事業

（平成２８年３月３日　東京都）

四季折々美しい景観を織りなす勝沼ぶどう郷
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PICK UP
基幹産業の農業

ワイン産業の飛躍に向けて
■日本農業遺産と世界農業遺産の認定へ前進
　日本農業遺産及び世界農業遺産の認定に向けた取り
組みは、平成２８年９月２６日に農林水産省に申請書を
提出し、一次審査通過の報告を受けました。今後、審
査員による現地審査が行われる予定となっており、万全
を期して認定へ向けた動きを加速させて取り組みます。

れ
は
、
美
し
い
県
土
を
さ
ら
に
磨
き
上
げ
、
次
代

に
継
承
す
る
こ
と
に
資
す
る
活
動
に
贈
ら
れ
る
も

の
で
す
。
今
後
も
こ
の
受
賞
を
励
み
に
、
一
層
官

民
連
携
に
よ
る
美
し
い
景
観
づ
く
り
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て

　
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
参
加
す
る
選
手
等
と
の
交
流

を
促
進
す
る
た
め
、
県
を
通
じ
て
国
へ
「
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
」
登
録
を
申
請
い
た
し
ま
し
た
（
平
成
28

年
12
月
９
日
付
け
で
登
録
）。
今
後
、
県
、
関
係

競
技
団
体
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ま
ず

は
事
前
合
宿
の
誘
致
の
可
能
性
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、
文
化
財
関
係
に
つ
い
て
は
、
こ
の
ほ
ど
開

催
さ
れ
た
文
化
庁
の
文
化
審
議
会
に
お
い
て
、
新
た

な
「
登
録
有
形
文
化
財
」
と
し
て
、
全
国
で
１
７
７

件
を
登
録
す
る
よ
う
文
部
科
学
大
臣
に
答
申
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
山
梨
県
内
で
は
13
件
、
う

ち
、
牛
奥
地
内
の
「
岩
堂
セ
ギ
分
水
口
」、
上
於
曽

地
内
の「
中
村
屋
旅
館
本
館
」、三
日
市
場
地
内
の「
土

屋
家
住
宅
主
屋
」
な
ど
８
件
が
本
市
に
所
在
す
る
建

造
物
で
あ
り
ま
す
。
新
た
な
文
化
遺
産
が
加
わ
り
、

今
後
の
歴
史
ま
ち
づ
く
り
推
進
に
向
け
て
、
大
き
な

財
産
に
な
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

農
業
活
性
化
と

更
な
る
市
民
生
活
の
向
上
へ

　
農
業
基
盤
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
県
で
は
、
基

幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
活
性
化
と
生
産
力
を
高
め

て
安
定
供
給
を
す
る
た
め
、「
新
や
ま
な
し
農
業

施
策
大
綱
」
を
策
定
し
、
企
業
の
農
業
参
入
を
積

極
的
に
進
め
る
な
ど
果
樹
農
業
の
振
興
を
図
っ
て

お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、県
の
指
導
の
も
と
、

上
小
田
原
地
内
の
市
有
地
を
、
新
た
に
ワ
イ
ン
原

料
を
確
保
す
る
た
め
の
圃
場
と
し
て
活
用
す
る
た

め
、
誘
致
し
た
「
メ
ル
シ
ャ
ン
株
式
会
社
」
が
、

国
の
補
助
制
度
を
使
い
、
平
成
28
年
９
月
に
圃
場

整
備
に
着
手
し
、
平
成
29
年
３
月
の
完
成
を
目
途

に
工
事
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今

後
も
積
極
的
に
果
樹
農
業
の
振
興
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
次
に
、
国
県
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
県
事
業

で
あ
る
、
国
道
４
１
１
号
勝
沼
拡
幅
工
事
、
粟
生

野
地
内
県
道
大
菩
薩
嶺
線
改
良
工
事
に
つ
い
て

は
、
今
回
の
国
か
ら
の
補
正
予
算
措
置
に
よ
り
、

大
幅
な
進
捗
が
で
き
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
防

災
面
で
の
安
心
・
安
全
は
も
と
よ
り
、
市
民
生
活

の
向
上
の
た
め
県
と
の
更
な
る
連
携
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
次
に
、
景
観
形
成
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

平
成
26
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
、
市
と
地
域
住

民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
、
勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘

周
辺
で
の
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
自
然
色
へ
の
塗
り

替
え
と
防
風
・
防
鳥
ネ
ッ
ト
の
「
自
然
い
ろ
ネ
ッ

ト
」
へ
の
交
換
事
業
が
、
こ
の
度
、
山
梨
県
「
第

５
回
美
し
い
県
土
づ
く
り
大
賞
」
に
お
い
て
、
自

治
体
と
し
て
唯
一
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ

世界農業遺産パンフレット

勝沼ぶどうの丘東側農道の
ガードレールのペンキ塗り
の様子（平成２８年２月）
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PIC
K 

UP

甲府・峡東クリーンセンター
４月の本格稼動に向け、
平成２８年１０月２７日に火入れ式を挙行
　甲府・笛吹・山梨・甲州の４市で構成する「甲府・峡
東地域ごみ処理施設事務組合」が、笛吹市境川町寺尾
地区に建設を進めておりました新ごみ処理施設の建設
工事が完成し、１０月２７日に安全を祈願して「火入れ式」
が挙行されました。
　新処理施設の名称は「甲府・峡東クリーンセンター」
と決定し、平成２９年４月の本稼働に向けて試運転が開
始されました。

インスタグラムで発信！甲州市の魅力♪
　インスタグラムは画像共有に特化した SNS（ソーシャルネットワーキングサービス）のひとつです。
甲州市の広報では、インスタグラムのアカウントを開設し、取材等を通じて撮影した四季折々の美しい甲
州市の風景などを、写真や動画で発信することにより、甲州市の魅力を発信していきます。

完成した甲府・峡東クリーンセンター

■果実の輸出促進へ確かな手ごたえ
　果実の輸出促進につきましては、全国ブドウ産地協議会事業と
して、１０月にマレーシア、１１月にカンボジアでブドウ・ワイン
のセミナーを開催しました。特にカンボジアでは、堀之内カンボ
ジア大使に出席をいただく中、カンボジアの農林水産省幹部を始
め産業、観光、マスコミ関係者にシャインマスカット、ワイン及
びブドウジュースを味わっていただきました。今回、日本のブドウ
を初めてカンボジアに輸出することができましたので、来年度以
降、継続的に輸出していくことを検討します。

■担い手問題の解消へ
　ころ柿づくりワーキングホリデーにつきましては、１１月１
日から２０日の間、松里地区を中心に、８軒の農家に１１名
を受け入れていただきました。今後、今回の実施内容を検
証し、来年の実施に向けて取り組みを進めます。

■ワイン振興計画の策定に向けて
　ワイン振興につきましては、ワイン振興計画策定委員の
皆さんから意見を頂戴するなかで、ワイン振興計画の策定
作業を進め、この度、原案を取りまとめることができました
ので、３月には市民の皆さまにお示しできるよう、更に検討
を重ねます。

詳
細
は
こ
ち
ら
の
QR
コ
ー
ド

か
ら
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ワーキングホリデーとしてころ柿体験をする参加者

果実の輸出に関するセミナー（カンボジア）を開催



平成 29 年 1 月 8

新しく委嘱された
民生委員・児童委員、主任児童委員を紹介します

◆
民
生
委
員
・
児
童
委
員
◆

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
地
域
の
皆
さ
ん

の
立
場
に
立
っ
て
、
暮
ら
し
の
相
談
や
支
援

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
内
容
に
応
じ

て
必
要
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
専
門

機
関
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
紹
介
し
、
行

政
と
の
つ
な
ぎ
役
を
務
め
て
い
ま
す
。

※
（　
）
内
は
担
当
地
区

■
塩
山
地
区
■

大
森　
則
夫　

 （
千
野
上
区
）

雨
宮　
純
子　

 （
千
野
上
区
）

武
川　
一
男　

 （
千
野
下
区
）

笹
本　
美
由
紀 （
千
野
下
区
）

清
水　
千
代
子 （
町
屋
区
）

内
田　
美
砂
記 （
上
東
区
）

鶴
田　
康
子　

 （
上
東
区
）

塩
澤　
嘉
子　

 （
上
西
区
）

丸
山　
久
美　

 （
上
西
区
）

中
村　
和
美　

 （
中
央
区
）

三
森　
洋
子　

 （
中
央
区
）

小
林　
浩
治　

 （
下
中
区
）

楠　
　
房
子　

 （
下
西
区
）

内
藤　
孝
子　

 （
下
西
区
）

岡　
　
　
進　

 （
下
東
区
）

岸
本　
孝
明　

 （
下
東
区
）

矢
澤　
千
惠
子 （
下
於
曽
東
区
）

廣
瀬　
田
鶴
野 （
下
於
曽
東
区
）

田
邉　
よ
し
子 （
下
於
曽
西
区
）

小
野
田　
美
波 （
下
於
曽
西
区
）

水
上　
一
実　

 （
赤
尾
区
）

柴
田　
　
栄　

 （
赤
尾
区
）

手
塚　
満
男　

 （
上
塩
後
区
）

楠　
　
行
雄　

 （
上
塩
後
団
地
区
）

中
村　
文
雄　

 （
下
塩
後
区
）

河
西　
み
ど
り （
下
塩
後
区
）

菊
島　
雅
子　

 （
下
萩
原
区
）

桐
原　
　
宣　

 （
熊
野
区
）

富
岡　
秀
子　

 （
熊
野
区
）

清
水　
昭
子　

 （
花
園
区
）

古
屋　
正
志　

 （
花
園
区
）

雨
宮　
勢
子　

 （
北
牛
奥
区
）

鈴
木　
芳
幸　

 （
北
牛
奥
区
）

藤
枝　
一
雄　

 （
西
広
門
田
区
）

雨
宮　
勢
津
子 （
下
竹
森
区
）

雨
宮　
恵
美
子 （
上
竹
森
区
）

網
藏　
五
十
鈴 （
上
竹
森
区
）

廣
瀬　
か
ほ
る （
福
生
里
区
）

廣
瀬　
加
壽
子 （
平
沢
区
）

日
向　
正
臣　

 （
上
粟
生
野
区
）

長
澤　
清
春　

 （
上
粟
生
野
区
）

筒
井　
美
代
子 （
中
萩
原
第
一
区
）

村
田　
惠
子　

 （
中
萩
原
第
二
区
）

甘
利　
美
和　

 （
中
萩
原
第
二
区
）

金
子　
百
合
子 （
中
萩
原
第
三
区
）

根
岸　
德
雄　

 （
下
小
田
原
区
）

中
村　
　
勇　

 （
下
小
田
原
区
）

小
野　
美
恵
子 （
下
切
区
）

小
野　
真
木
子 （
下
切
区
）

徳
良　
正
子　

 （
上
切
下
区
）

古
川　
美
子　

 （
上
切
下
区
）

広
瀬　
さ
と
子 （
上
切
上
区
）

田
中　
か
ず
子 （
上
切
上
区
）

岩
波　
久
美
子 （
裂
石
区
）

田
辺　
静
子　

 （
一
之
瀬
高
橋
区
）

飯
島　
和
子　

 （
上
井
尻
区
）

廣
瀬　
貴
美
子 （
上
井
尻
区
）

田
中　
偉
夫　

 （
三
日
市
場
上
区
）

山
本　
百
合
子 （
三
日
市
場
上
区
）

網
野　
利
津
子 （
三
日
市
場
下
区
）

山
田　
達
雄　

 （
三
日
市
場
下
区
）

岡　
　
良
一　

 （
小
屋
敷
区
）

雨
宮　
和
子　

 （
小
屋
敷
区
）

清
雲　
敬
明　

 （
藤
木
区
）

樋
口　
文
三　

 （
藤
木
区
）

山
田　
正
貴　

 （
下
柚
木
区
）

■
勝
沼
地
区
■

野
田　
眞
佐
夫 （
勝
沼
１
・
13
区
）

小
沢　
武
史　

 （
勝
沼
２
区
）

田
中　
美
根
子 （
勝
沼
３
区
）

村
上　
佐
知
子 （
勝
沼
４
区
）

阪
本　
寿
美
子 （
勝
沼
５
区
）

小
林　
陽
子　

 （
勝
沼
６
区
）

大
柴　
　
久　

 （
勝
沼
７
・
14
区
）

古
屋　
義
文　

 （
勝
沼
８・９
区
）

古
屋　
一
夫　

 （
勝
沼
10
・
11
区
）

井
上　
絢　
　

 （
勝
沼
12
区
）

齋
藤　
雅
之

　
　
　

 （
祝
１
区
、
10-

１
号
、
３
号
）

齊
藤　
眞
由
美 （
祝
２
区
、
10-

２
号
）

里
吉　
國
光　

 （
祝
３・４
区
）

雨
宮　
敏
明　

 （
祝
５
区
）

林　
　
順
子　

 （
祝
６
区
）

佐
藤　
正
彦　

 （
祝
７
区
）

山
口　
美
智
子 （
祝
８
区
）

小
川　
正
子　

 （
祝
９
区
）

内
田　
宏
子　

 （
祝
９
区
）

辻　
　
秀
男　

 （
東
雲
１・２
区
）

辻　
　
洋
子　

 （
東
雲
３・４
・
14
区
）

久
永　
功
二　

 （
東
雲
５・６
区
）

北
井　
貴
美
子 （
東
雲
７・９
区
）

大
野　
和
美　

 （
東
雲
８
区
）

若
月　
和
夫　

 （
東
雲
10
区
）

武
井　
幸
男　

 （
東
雲
11
区
）

吉
澤　
す
み
え （
東
雲
12
・
13
・
15
区
）

内
田　
明
子　

 （
菱
山
１・７
区
）

深
澤　
輝
明　

 （
菱
山
２・９
・
10
区
）

三
森　
正
三 　
（
菱
山
３・４
区
）

三
森　
君
江　

 （
菱
山
５・６
区
）

園
部　
健
平　

 （
菱
山
８
区
）

■
大
和
地
区
■

三
枝　
芳
美　

 （
天
目
区
）

大
澤　
　
久　

 （
田
野
区
）

古
田　
京
子　

 （
水
野
田
区
）

古
屋　
秀
幸　

 （
丸
林
区
）

佐
藤　
秋
惠　

 （
古
部
区
）

塩
野　
洋
子　

 （
宮
本
区
）

有
賀　
和
子　

 （
日
影
区
）

天
野　
眞
由
美 （
鶴
瀬
区
）

佐
藤　
則
子　

 （
共
和
区
）

◆
主
任
児
童
委
員
◆

　
主
任
児
童
委
員
は
、
児
童
福
祉
に
関
わ
る

問
題
を
専
門
に
担
当
し
て
お
り
、
地
区
の
民

生
委
員
・
児
童
委
員
な
ど
と
協
力
、
連
携
し

な
が
ら
子
育
て
支
援
等
の
相
談
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

※
（　
）
内
は
担
当
地
区

山
本　
睦　
　

 （
塩
山
南
）

田
邉　
清
子　

 （
塩
山
南
）

内
藤　
逸
子　

 （
塩
山
北
）

丸
山　
理
恵　

 （
奥
野
田
）

斎
藤　
の
り
こ （
奥
野
田
）

廣
瀬　
邦
惠　

 （
玉
宮
）

今
澤　
恵
子　

 （
大
藤
）

岩
波　
み
つ
江 （
神
金
）

真
島　
弘
江　

 （
松
里
）

田
邉　
隆
子　

 （
松
里
）

平
山　
静
香　

 （
勝
沼
）

髙
野　
優
子　

 （
祝
）

長
野　
　
文　

 （
東
雲
）

河
合　
結
美　

 （
菱
山
）

平
山　
文
子　

 （
大
和
）

三
枝　
照
子　

 （
大
和
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
課　
地
域
福
祉
担
当

　
☎
32
‐
５
０
２
７

　全国一斉改選により次の方々が、平成 28 年 12 月１日付けで厚生労働大
臣から委嘱されました。　（任期　平成 28 年 12 月 1 日～平成 31 年 11 月 30 日・敬称略）
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平成２９年度　児童クラブ利用申込を受け付けます

利用区分 1 人の月額

平日のみ 3,000 円

平日・土曜日 4,000 円

8 月（夏季休暇） 8,000 円

■児童クラブ一覧
児童クラブ名称 開設場所 電話番号 定員

塩山南児童クラブ 塩山下於曽１０２１番地３（塩山南児童センター内） ３３－７９００ ７０人

塩山西児童クラブ 塩山上於曽９８４番地１（旧塩山診療所） ３３－２６２５ ５０人

塩山北児童クラブ 塩山千野３４０９番地４（塩山北児童センター内） ３３－７８００ ６０人

松里児童クラブ 塩山小屋敷１３５３番地（松里公民館内） ３３－７１００ ２５人

奥野田児童クラブ 塩山熊野９６４番地１（奥野田公民館内） ３３－７９０１ ２５人

大藤児童クラブ 塩山中萩原６５８番地６（大藤公民館内） ３３－７９０２ ２５人

井尻児童クラブ 塩山上井尻１６７５番地（井尻公民館内） ３３－７９０３ ２５人

玉宮児童クラブ 塩山竹森３３８１番地（玉宮公民館内） ３３－７９０７ １５人

神金児童クラブ 塩山上萩原９番地（神金公民館内） ３３－７９３０ ２０人

東雲児童クラブ 勝沼町休息１５６５番地１（東雲ふれあい親子館内） ４４－３７２３ ７０人

勝沼児童クラブ 勝沼町勝沼１２８１番地２（勝沼中央公民館内） ４４－２１５９ ６０人

菱山児童クラブ 勝沼町菱山１２０４番地（旧菱山保育所） ４４－０６２８ ２０人

祝児童クラブ 勝沼町下岩崎１００２番地１（祝ふれあい親子館内） ４４－５５１４ ５０人

大和児童クラブ 大和町初鹿野１６９３番地１（大和公民館内） ４８－２０１４ ２０人
※なお、塩山南小学校区については、塩山南及び塩山西児童クラブの２箇所あります。
　定員の関係で、振り分けをさせていただく事がありますので承知ください。

■
対　
象

　
市
内
小
学
校
に
在
校
し
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童

①
保
護
者
等
が
就
労
等
に
よ
り
昼
間

家
庭
に
い
な
い
場
合

②
保
護
者
等
が
疾
病
ま
た
は
心
身
の

障
害
に
よ
り
保
育
が
困
難
で
あ
る

場
合

③
保
護
者
等
が
介
護
等
に
よ
り
保
育

が
困
難
で
あ
る
場
合

※
そ
の
他
、
特
別
な
事
情
が
あ
る
場

合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

　
１
月
12
日（
木
）～
２
月
10
日（
金
）

■
申
込
方
法

　
各
児
童
ク
ラ
ブ
、
子
育
て
支
援
課

に
用
意
し
て
あ
る
「
児
童
ク
ラ
ブ
利

用
申
込
書
」
に
、
就
労
証
明
書
等
関

係
書
類
を
添
え
て
、
期
日
ま
で
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
免
除
や

減
免
等
に
該
当
す
る
方
は
他
に
必
要

な
書
類
が
あ
り
ま
す
の
で
申
し
込
み

の
際
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

・
月
の
中
途
の
利
用
開
始
、
終
了
で

あ
っ
て
も
１
ヶ
月
分
の
利
用
料
と

な
り
ま
す
。

・
生
活
保
護
世
帯
、
ひ
と
り
親
世
帯
で

前
年
度
市
民
税
が
非
課
税
世
帯
の

場
合
、
申
請
に
よ
り
利
用
料
が
免
除

さ
れ
ま
す
。

・
世
帯
で
同
時
に
２
人
以
上
の
児
童

が
利
用
す
る
場
合
、
申
請
に
よ
り
、

利
用
料
が
２
人
目
か
ら
半
額
と
な

り
ま
す
。

・
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
申
込
書
を
提
出

さ
れ
て
も
、
就
労
・
定
員
等
の
状

況
に
よ
り
利
用
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

・
子
育
て
支
援
課　
児
童
福
祉
担
当

　
☎
32
‐
５
０
８
１

・
各
児
童
ク
ラ
ブ
（
連
絡
先
は
児
童

　
ク
ラ
ブ
一
覧
を
参
照
く
だ
さ
い
）

※
た
だ
し
、
祝
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
き

ま
し
て
は
、
岩
崎
保
育
園
に
直
接

申
込
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
料

※
夏
季
休
暇
中
は
、
通
常
平
日
の
み
の

利
用
者
も
土
曜
日
利
用
可
。
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平成２８年１０月の医療費
医療費全体	 ２億９，１４５万円	（前年同月比	 △１,２１１万円）
１人当たり医療費	 ２９，１９４円	（前月同月比	 △３９円）

［国保連　診療報酬請求額基準］

◆お問い合わせ先
　国保年金課　保健事業担当
　☎３４ ‐ ５４３６

追加健診は短時間で受けることができます！

■対象者・自己負担金
　※今年度総合健診・国保人間ドック・国保個別健診を受けていない方が対象です

年齢 医療保険の種類 受診の際の注意点 自己負担金
２０～３９歳の方 甲州市国民健康保険 「国民健康保険証」をお持ちく

ださい。
無料

甲州市国保以外の医療保険 職場等で受診の機会のない方 １，０００円
４０～７４歳の方
※加入者本人（被保

険者）は受診でき
ません

甲州市国民健康保険 「国民健康保険証」と「特定健
診受診券（８月郵送済）」をお
持ちください。

無料

甲州市国保以外の医療保険の
被扶養者

「医療保険証」と「特定健診受
診券」をお持ちください。

加入の医療保険に
より異なります　

７５歳以上の方 どなたでも受診していただけます。 無料
※特定健診受診券はご加入の医療保険者から発行されます。
　詳細は、医療保険（健康保険証の発行元もしくはご加入者のお勤め先）にご確認ください。

■健診内容　　問診、身体計測、血圧測定、血液検査、尿検査、医師の診察
　　　　　　　※がん検診は行いません。

■注意事項　　・受診前日の夕食は午後９時までに済ませ、当日は飲食をしないで受診してください。
　　　　　　　・高血圧や心臓の薬を服用されている方は、当日は少量の水で服用してきてください。

１月２５日㊌ 甲州市民文化会館

１月２６日㊍ 勝沼市民会館

１月３１日㊋ 甲州市民文化会館

■受付時間

午前８時３０分〜
１０時３０分まで

新年度に向けて、ご自身の健康に目を向けてみませんか？
　高血圧や糖尿病、脂質異常症などの生活習慣病は症状がないまま進行します。しかし、
そのままにしておくと血管を傷つけたり硬くしていき、血管が詰まったり破れると脳
梗塞や心筋梗塞などの大きな病気に繋がる可能性もあります。もうすぐ新たな年度や
忙しい時期を迎えます。新年度、万全な状態で迎えられるよう、今の時期に健康の確
認をしましょう。

国保いきいきライフ通信

健康診断、まだ受けられます！

追加健診のお知らせ

保健師コラム
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元気な冬を過ごすために
ー感染症を予防しましょうー

　寒い毎日ですが、お子さんやご家族の皆さん
の体調はいかがですか？
　この冬場には風邪を始めインフルエンザなど
の感染症も流行し、体調を崩すことも多いと思
います。今回は元気に冬を過ごすための予防方
法をご紹介します。

★感染症対策の３つのポイント★
①感染経路をたつ！
　基本は「手洗い、うがい」です。冬の乾燥す
るこの時期は、ウイルスが浮遊し、感染が広が

りやすいです。マスクも活用しましょう。ま
た、冬場の適切な環境と言われている目安は気
温 20 ～ 23℃、湿度約 60％です。暖房や加湿
器等をうまく活用し、環境を整えることも大事
な感染症対策になります。
②抵抗力をつける！ 
　食事をバランスよく食べたり、夜の睡眠を
しっかりとり生活リズムを整えることも、とて
も大切になります。
③免疫力をつける！
　ワクチンによる予防として、予防接種（定期
接種・任意接種）があります。定められた接種
期間に実施することで必要な免疫を備え、重症
化を防ぐことができます。母子健康手帳を確認
してみましょう。

　お子さんと一緒にご家族みんなで、この冬を
元気に過ごすために一緒に取り組みましょう！

◆お問い合わせ先
　健康増進課　健康づくり担当
　☎３３ ‐ ７８１２

■日　時
　１日目　２月１０日（金）午後１時～４時３０分
　　　　　「介護のための基礎知識」　
　２日目　２月１４日（火）午後１時～４時４５分
　　　　　「高齢者への理解」
　３日目　２月２３日（木）午前９時３０分～午後４時
　　　　　「介護技術の基本」
　　　　※実技も予定しています。
■場　所
　１、２日目
　　甲州市民文化会館　３階　第２会議室
　３日目
　　帝京科学大学　柔道整復学科
　　（山梨市上神内川１１５０−１）

■対　象　概ね４０歳以上の市民の方　
＊既に資格をもっている方でも受講できます。
＊定員３０名で、定員になり次第締切ります。
＊３日間受講できる方を優先させていただきます。
■持ち物　筆記用具・水分補給できるもの
■受講料　無料
■締切日　２月３日（金）
＊全過程を修了された方には修了証を交付いたしま
　す。

◆お申し込み・お問い合わせ先
　介護支援課　介護予防担当　　☎３４ ‐ ５４３４
　甲州市社会福祉協議会　　　　☎４４ ‐ ２６１２

高齢者の

助っ人
～高齢者を地域で助け合う・支えあうために

介護の基礎知識を学びましょう～
　高齢者が住み慣れた地域で、安心して毎日を過ごすためには、地域での支え合い・
助け合いが大切です。今後、地域に一人暮らしや、介護や生活支援を必要とする高齢
者が増えるなか、公的なサービスだけで地域を支えることは難しく、地域の力が重要
になります。
　まずは、高齢者に寄り添う気持ちとともに基礎的な知識や技能を学んでみませんか。
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山梨クィーンビーズ
ホームタウンゲーム

　１２月１０、１１日の両日、塩山体育館では、バ
スケットボール女子Ｗリーグ山梨クィーンビーズの
ホームタウンゲームを開催し、日立ハイテククー
ガーズと対戦しました。
　試合には惜しくも敗れてしまいましたが、プロ選
手のスピードや迫力に、訪れた観戦者の方々は目を
輝かせながら、大きな声援を送りました。

枯露柿をＰＲ
トップセールス

　１２月１６、１７日、甲州市とＪＡフルーツ山梨
は、東京の大田市場と北海道の札幌市内の市場と、
デパートで、甲州市産の枯露柿のトップセールスを
行いました。
　田辺市長や、ＪＡフルーツ山梨の中澤組合長、市
観光協会保坂会長らが、旬を迎えた枯露柿の試食を
して、甲州市の魅力を発信しました。

甲州市ふるさと劇団
＆よしもとお笑い公演

　１２月４日、甲州市民文化会館では、甲州市ふる
さと劇団＆よしもとお笑い公演が開催されました。
ふるさと劇団は市民を中心に総勢３１人が出演し、
馴染みのある地名などが盛り込まれたオリジナルの
ストーリーを熱演しました。第２部では、芸人によ
るお笑いライブが開催され、ユーモアあふれる演劇
とお笑いを大いに楽しみました。
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秋の甲州を巡る
２０１６健康ウオークＩＮ甲州

　１１月２７日、２０１６健康ウオークＩＮ甲州が
国宝のある大善寺や近代産業遺産の宮光園を通る
コース（約７．１キロ）やぶどう畑沿いを歩き勝沼
ぶどうの丘を目指すコース（約６キロ）、数多くの
寺院などを巡るコース（約５．２キロ）の３コース
で実施しました。約１０００名をこえる参加者は、
家族や仲間と思い思いのペースで、秋の甲州市を満
喫しました。

まほろば
クリスマスコンサート

 　1 ２月１１日、大和ふるさと会館では、まほろ
ばクリスマスコンサートを開催しました。コンサー
トの第１部では、ヴィオラ奏者の安達真理さんとピ
アニストの横田知佳さんによる演奏、第２部では、
バイオリンとギターのデュオ「ＮＹＴ」による演奏
が行われ、訪れた皆さんは、振る舞われた甲州市産
ワインや軽食と共に、コンサートを楽しんでいまし
た。

防火や防犯
市消防団と警察署が地域を見回る

　１２月８日、甲州市消防団と日下部警察署は、年
末の防火・防災診断を行いました。
　甲州市消防団長の橋爪さんは「火災や犯罪のない
住みやすい地域になるよう取り組みたい」と話し、
各分団ごとに団員や警察官が各家庭を巡回し、乗用
車や玄関などの施錠の点検、診断書を配布しました。
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information

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

市
役
所
に
お
越
し
く
だ
さ
い

◦
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
出
来
上
が
っ
た

ら
・
・
・

①
市
か
ら
「
交
付
通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

②
次
の
書
類
を
準
備
し
、来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

・
交
付
通
知
書

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド

・
本
人
確
認
書
類
（
２
点
）

・
住
基
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
方
の
み
）

　
な
お
、
交
付
通
知
書
に
は
混
雑
緩
和
の
た

め
の
交
付
日
の
期
限
の
記
載
が
あ
り
ま
す

が
、
期
限
を
過
ぎ
て
も
交
付
で
き
ま
す
。

※
代
理
人
に
よ
る
交
付
は
、
申
請
者
本
人
が

来
庁
出
来
な
い
事
を
証
明
す
る
資
料
（
病

院
等
の
診
断
書
、
障
害
者
手
帳
、
施
設
等

に
入
所
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
資
料

等
）
や
、
申
請
者
本
人
お
よ
び
代
理
人
の

顔
写
真
付
の
公
的
な
身
分
証
明
書
が
必
ず

１
点
以
上
必
要
で
す
。
ま
た
、
15
歳
未
満

の
方
や
成
年
被
後
見
人
の
方
も
、
原
則
、

法
定
代
理
人
の
方
と
と
も
に
来
庁
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
代
理
人
に
よ

る
交
付
は
、
仕
事
多
忙
な
ど
の
理
由
で
は

受
け
付
け
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
交
付
窓
口
が
混
雑
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
毎
週
水
曜
日
は
、
本
庁
舎
市
民
課
窓
口
を

通
知
カ
ー
ド
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関

連
事
務
に
限
り
午
後
７
時
15
分
ま
で
延
長

し
て
い
ま
す
。
日
程
は
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
受
付
は
午
後
７
時
ま

で
）

問
市
民
課　
住
民
記
録
・
戸
籍
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
０
２
～
１
０
５
）

引
越
し
等
の
住
民
異
動
届
の

手
続
き
の
際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
住
所
の
変
更
が
あ
る
方
は
、
住
民
異
動
届

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
転
入
届
（
市
外
か
ら
の
引
越
し
）、
転
居
届

（
市
内
で
の
引
越
し
）
は
、
新
し
く
住
み
始
め

て
か
ら
14
日
以
内
、
転
出
届
（
市
外
へ
の
引

越
し
）
は
、
引
越
予
定
日
の
14
日
前
か
ら
の

受
け
付
け
と
な
り
ま
す
。

　
転
入
、
転
居
の
手
続
き
の
際
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
顔
写
真
付
の
み
）

に
新
住
所
を
記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
転
出
届
は
、
ま
ず
市
民
課
で
手
続
き
を
さ

れ
た
後
、「
転
出
証
明
書
」
を
交
付
し
ま
す
。

転
出
先
の
住
所
が
わ
か
ら
な
い
と
住
所
変
更

が
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
事
前
に
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
転
出
証
明
書
は
、
引
越
先
の
市
区

町
村
で
転
入
届
の
手
続
き
に
必
要
と
な
り
ま

す
。
個
人
番
号
カ
ー
ド
、住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
を
お
持
ち
の
方
は
、
カ
ー
ド
で
の
転
出
・

転
入
の
手
続
き
と
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
住
民
異
動
届
の
時
間
外
受
付
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
市
役
所
の
開
庁
時
間
に
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
住
民
異
動
届
の
際
に
は
、
関
係
窓

口
で
の
手
続
き
も
あ
り
ま
す
の
で
時
間
に
余

裕
を
も
っ
て
来
庁
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
住
民
異
動
届
の
手
続
き
が
出
来
る

の
は
、
本
人
ま
た
は
同
一
世
帯
員
に
限
り
ま

す
。
そ
れ
以
外
の
方
が
手
続
き
を
す
る
場
合

は
委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

本
庁
舎　
市
民
課

　
勝
沼
支
所
、
大
和
支
所

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
土
曜
日･

日
曜
日･

祭
日
は
除
く

印
鑑
、
運
転
免
許
証
等
の
本
人
確
認
書
類
、

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、
年
金
手
帳
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
通
知
カ
ー
ド
、

個
人
番
号
カ
ー
ド
、
印
鑑
登
録
証
等
の
市

か
ら
発
行
さ
れ
た
全
て
の
書
類
。

※
な
り
す
ま
し
に
よ
る
異
動
届
を
防
止
す
る

た
め
に
も
、
窓
口
で
の
本
人
確
認
書
類
の

提
示
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課　
住
民
記
録
・
戸
籍
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
０
２
～
１
０
５
）

平
成
29
年
度

市
・
県
民
税
等
の
申
告
に
つ
い
て

　
所
得
税
の
発
生
し
な
い
方
や
、
同
居
の
家

族
の
扶
養
親
族
に
な
っ
て
い
る
場
合
な
ど
で
、

平
成
28
年
中
に
所
得
の
な
い
方
に
つ
い
て
は
、

次
の
日
程
で
平
成
29
年
度
市
・
県
民
税
等
の

申
告
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
所
得
税
の
発
生
し
な
い
方
と
は
、
所
得
の

合
計
額
が
所
得
税
の
所
得
控
除
の
合
計
額

よ
り
少
な
い
方
で
す
。

【
塩
山
会
場
】　
市
役
所
本
庁
舎　
１
階

　
　
　
　
　
　
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

○
期
間　
２
月
１
日（
水
）～
２
月
10
日（
金
）

※
土
曜
日･

日
曜
日
は
除
く

【
勝
沼
会
場
】　
勝
沼
防
災
セ
ン
タ
ー　
２
階

○
期
間　
２
月
10
日（
金
）～
２
月
14
日（
火
）

※
土
曜
日･

日
曜
日
は
除
く

【
大
和
会
場
】　
大
和
公
民
館　
１
階

○
期
間　
２
月
13
日
（
月
）・
２
月
14
日
（
火
）

※
い
ず
れ
の
会
場
も
受
付
時
間
は
午
前
９
時

～
11
時
30
分
・
午
後
１
時
～
４
時
で
す
。

◦
申
告
の
際
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑 

・
平
成
28
年
中
の
所
得
が
確
認
で
き

る
書
類（
源
泉
徴
収
票・収
支
内
訳
書
な
ど
）

・
各
種
所
得
控
除
証
明
書

・
申
告
さ
れ
る
方
の
個
人
番
号
確
認
書
類
お

よ
び
本
人
確
認
書
類
（
個
人
番
号
カ
ー
ド

ま
た
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
お

よ
び
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）

※
次
の
よ
う
な
方
は
、
市
・
県
民
税
等
の
申

告
は
不
要
で
す
。

・
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
さ
れ
る
方

・
給
与
所
得
の
み
の
方
で
、
勤
務
先
に
お
い

て
年
末
調
整
を
受
け
た
方

・
公
的
年
金
等
の
所
得
の
み
の
方
で
、
所
得

控
除
（
生
命
保
険
料
控
除
な
ど
）
を
受
け

よ
う
と
さ
れ
な
い
方

問
税
務
課　
市
民
税
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
８
４
～
１
８
６
）

情 報
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税
務
課
資
産
税
担
当
か
ら

お
願
い
と
お
知
ら
せ

　
固
定
資
産
税
は
、
基
準
日
と
な
る
毎
年
１

月
１
日
に
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
を
所
有

す
る
方
に
課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。

◦
償
却
資
産
の
申
告
は
１
月
31
日
ま
で
に

　
償
却
資
産
と
は
、
事
業
の
た
め
に
用
い
る

機
械
、
構
築
物
、
車
両
（
自
動
車
税
、
軽

自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
大
型
特

殊
自
動
車
な
ど
）、器
具
備
品
な
ど
を
い
い
、

土
地
や
家
屋
と
同
様
に
固
定
資
産
税
が
課

税
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
資
産
を
お
持
ち
の
方
（
市
内

で
会
社
、
工
場
ま
た
は
商
店
な
ど
を
経
営

し
て
い
る
事
業
主
）
は
、
地
方
税
法
の
規

定
に
よ
り
毎
年
１
月
１
日
現
在
の
所
有
状

況
を
申
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
平
成
29
年
１
月
31
日
（
火
）
ま
で
に

税
務
課
へ
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
昨
年
申
告
さ
れ
た
方
へ
は
、
平
成

28
年
12
月
に
申
告
書
を
発
送
し
ま
し
た
が
、

新
た
に
事
業
を
始
め
た
方
や
、
申
告
書
が

届
か
な
い
場
合
等
は
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

◦
昨
年
中
に
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
さ
れ

た
方
へ

　

昨
年
中
に
太
陽
光
発
電
設
備
（
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
）を
設
置
さ
れ
た
方
は
、設
置
状
況
、

発
電
能
力
に
よ
っ
て
太
陽
光
発
電
設
備
自

体
が
償
却
資
産
の
対
象
と
な
り
、
所
有
状

況
を
申
告
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
税
務
課　
資
産
税
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
８
２・１
８
３
）

国
民
年
金
保
険
料
は

口
座
振
替
が
便
利
で
す

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
口
座
振
替
が
便
利

で
す
。
な
お
、
ま
と
め
て
前
払
い
（
前
納
）

す
る
と
保
険
料
が
割
引
さ
れ
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。

◦
国
民
年
金
前
納
割
引
制
度
に
つ
い
て

①
２
年
前
納
（
４
月
～
翌
々
年
３
月
分
）
割

引
あ
り

②
１
年
前
納
（
４
月
～
翌
年
３
月
分
）
割
引

あ
り

③
６
ヵ
月
前
納
（
４
月
～
９
月
分
、
10
月
～

翌
年
３
月
分
）
割
引
あ
り

④
当
月
末
振
替
（
早
割
）

　
本
来
の
納
付
期
限
よ
り
も
１
ヶ
月
早
く
振

替
す
る
方
法
で
す
。
割
引
あ
り

⑤
翌
月
末
振
替　
割
引
な
し

※
右
記
の
５
種
類
か
ら
自
由
に
選
ん
で
お
申

し
込
み
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

と
め
て
前
払
い
（
前
納
）
す
る
と
、
割
引

が
適
用
さ
れ
る
の
で
お
得
で
す
。

◎
口
座
振
替
で
の
前
納
の
お
申
し
込
み
は
お

早
め
に
！

　

口
座
振
替
で
の
平
成
29
年
度
２
年
前
納
・

１
年
前
納・６
ヵ
月
前
納（
４
月
～
９
月
分
）

の
締
め
切
り
は
、２
月
28
日
（
火
）
ま
で
に
、

年
金
事
務
所
必
着
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
甲
府
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
本
年
金
機
構　
甲
府
年
金
事
務
所

　
☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
１
４
３
１
（
代
）

～
新
成
人
の
皆
さ
ん
へ
～

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　
国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
や
い
ざ

と
い
う
と
き
の
生
活
を
、
現
役
世
代
み
ん
な

で
支
え
よ
う
と
い
う
考
え
で
作
ら
れ
た
仕
組

み
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
若
い
と
き
に
公
的
年
金
に

加
入
し
保
険
料
を
納
め
続
け
る
こ
と
で
、
年

を
と
っ
た
と
き
や
、
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
が

残
っ
た
と
き
、
家
族
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ

た
と
き
に
、
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
で
す
。

国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

◎
将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す

　
国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
人
が

加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
制
度
で
す
。

　
国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
す
る
た
め
、
安

定
し
、
年
金
の
給
付
は
生
涯
に
わ
た
っ
て

保
障
さ
れ
ま
す
。

◎
老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　
国
民
年
金
に
は
、
年
を
と
っ
た
時
の
老
齢

年
金
の
ほ
か
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
も
あ

り
ま
す
。
障
害
年
金
は
、
病
気
や
事
故
で

障
害
が
残
っ
た
時
に
受
け
取
れ
ま
す
。
ま

た
遺
族
年
金
は
、
加
入
者
が
死
亡
し
た
場

合
、
そ
の
加
入
者
に
よ
り
生
計
を
維
持
さ

れ
て
い
た
遺
族
（「
子
の
あ
る
配
偶
者
」
や

「
子
」）
が
受
け
取
れ
ま
す
。

※
保
険
料
の
納
付
が
難
し
い
場
合
は
、「
学
生

納
付
特
例
制
度
」と「
納
付
猶
予
制
度
」・「
免

除
制
度
」
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

○「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

　
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な
い
た

め
、
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

制
度
で
す
。

　
対
象
と
な
る
学
生
は
、
学
校
教
育
法
に
規

定
す
る
大
学
（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、
高

等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
お

よ
び
各
種
学
校
（
修
業
年
限
１
年
以
上
で

あ
る
課
程
）、
一
部
の
海
外
大
学
の
日
本
分

校
に
在
学
す
る
方
で
す
。

○「
納
付
猶
予
制
度
」

　
学
生
で
は
な
い
50
歳
未
満
の
方
で
、
本
人

お
よ
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
に
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

○「
免
除
制
度
」

　
学
生
で
は
な
い
方
で
、
所
得
が
少
な
く
本

人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の
前
年
所
得
（
１

月
か
ら
６
月
ま
で
に
申
請
さ
れ
る
場
合
は

前
々
年
所
得
）
が
一
定
額
以
下
の
場
合
や

失
業
し
た
場
合
な
ど
、
本
人
か
ら
の
申
請

に
よ
り
、
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
の
納
付

が
免
除
に
な
る
制
度
で
す
。

　

免
除
さ
れ
る
額
は
、
全
額
、
４
分
の
３
、

半
額
、
４
分
の
１
の
４
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
い
手
続
き
や
相
談
な
ど
は
国
保
年
金

課
国
保
・
年
金
担
当
、
ま
た
は
甲
府
年
金

事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
国
保
年
金
課　
国
保
・
年
金
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
１
３・１
１
４
）

　
日
本
年
金
機
構　
甲
府
年
金
事
務
所

　
☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
１
４
３
１
（
代
）

：日付　 ：時間　 ：場所　 ：料金　 ：対象　 ：内容　 ：持ち物　㊡：休館　問：問合せ



暮
ら
し
の
情
報

平成 29 年 1 月 16

平
成
29
・
30
年
度
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
の
共
同
受
付
に
つ
い
て

　
入
札
参
加
資
格
審
査
の
申
請
方
法
が
変
わ

り
ま
す
。

　
市
で
は
、
入
札
参
加
資
格
申
請
受
付
事
務

を
独
自
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
県
内
26

市
町
村
（
甲
府
市
を
除
く
）
と
５
一
部
事
務

組
合
は
、
平
成
29
・
30
年
度
分
の
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
の
共
同
受
付
を
行
う
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

１
月
５
日
（
木
）
～
１
月
27
日
（
金
）

※
右
記
期
間
以
外
の
随
時
（
新
規
）
受
け
付

け
は
行
い
ま
せ
ん
。

◦
申
請
書
様
式
の
入
手
方
法

　

山
梨
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
Ｈ
Ｐ

（http://w
w

w
.ysc-yam

anashi.
or.jp/

）か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。

◦
申
請
・
提
出
方
法

・
入
札
参
加
資
格
審
査
の
申
請
は
、
電
子
申

請
（
や
ま
な
し
く
ら
し
ね
っ
と
）
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。（
や
む
を
得
な
い
場
合
は
、

紙
に
よ
る
申
請
も
可
能
で
す
。）

・
添
付
書
類
の
提
出
は
、
山
梨
県
市
町
村
総

合
事
務
組
合
宛
て
に
郵
送
ま
た
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

問
山
梨
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

　
〒
４
０
０
‐
８
５
８
７

　
甲
府
市
蓬
沢
１
‐
１
５
‐
３
５

　
山
梨
県
自
治
会
館　
２
階　
業
務
課

　
☎
０
５
５
‐
２
３
５
‐
３
２
３
７

　
市
役
所　
管
財
課　
契
約
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
０

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
申
請

の
お
知
ら
せ
を
発
送
し
ま
す

　

１
月
上
旬
か
ら
、
高
額
医
療
・
高
額
介
護

合
算
療
養
費
の
申
請
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

を
該
当
者
へ
発
送
し
ま
す
。

　
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度

と
は
、
医
療
と
介
護
の
両
方
の
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
い
る
世
帯
の
負
担
を
軽
減
す
る
制

度
で
す
。
１
年
間
に
支
払
っ
た
医
療
保
険
と

介
護
保
険
の
自
己
負
担
額
を
合
計
し
、
基
準

額
を
超
え
た
金
額
を
高
額
介
護
合
算
療
養
費

と
し
て
支
給
し
ま
す
。

　
郵
送
さ
れ
た
申
請
書
、
支
給
申
請
に
つ
い

て
の
お
知
ら
せ
、
印
鑑
、
振
込
先
の
口
座
が

確
認
で
き
る
も
の
お
よ
び
本
人
確
認
書
類（
運

転
免
許
証
等
）、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認
で
き

る
書
類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通

知
カ
ー
ド
）
を
持
参
の
う
え
、
国
保
年
金
課

国
保
・
年
金
担
当
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
７
月
31
日
時
点
で
、
住
所
が
市
外

に
あ
っ
た
方
は
、
そ
ち
ら
の
市
区
町
村
の
医

療
保
険
窓
口
に
て
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
医
療
分
に
つ
い
て
は
、
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
は
市
か
ら
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
は
広
域
連
合
か
ら
支
給
さ
れ
、
申
請
か

ら
支
給
ま
で
２
～
３
ヶ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。

　
介
護
分
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
医
療
分
支

給
（
不
支
給
）
決
定
後
に
、
市
か
ら
支
給
さ

れ
ま
す
。（
詳
し
い
時
期
は
、
介
護
支
援
課

介
護
保
険
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。）

　
申
請
の
時
効
は
、
勧
奨
通
知
が
お
手
元
に

届
い
て
か
ら
２
年
間
で
す
。
お
忘
れ
が
な
い

よ
う
早
期
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
支
給
基
準

・
計
算
対
象
期
間
は
、
平
成
27
年
８
月
１
日

～
平
成
28
年
７
月
31
日
ま
で
の
１
年
間
。

・
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
両
方
に
自
己
負

担
額
が
あ
り
、
自
己
負
担
額
の
合
計
が
基

準
額
を
超
え
た
世
帯
。

・
高
額
療
養
費
ま
た
は
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
と
し
て
支
給
さ
れ
た
金
額
は
、
自
己
負

担
額
か
ら
差
し
引
い
て
計
算
し
ま
す
。

問
国
保
年
金
課　
国
保
・
年
金
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
１
３・１
１
４
）

　
介
護
支
援
課　
介
護
保
険
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
４
２・１
４
３
）

ご
存
知
で
す
か
「
検
察
審
査
会
」

　
検
察
審
査
会
は
、
交
通
事
故
や
詐
欺
、
脅

し
な
ど
の
犯
罪
事
件
を
検
察
官
が
起
訴
し
な

か
っ
た
こ
と
（
不
起
訴
処
分
）
に
不
満
を
も

つ
被
害
者
な
ど
か
ら
の
申
立
が
あ
っ
た
場
合

に
、
そ
の
不
起
訴
処
分
が
正
し
か
っ
た
か
ど

う
か
を
審
査
す
る
機
関
で
す
。

　
審
査
申
立
な
ど
に
つ
い
て
知
り
た
い
場
合

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
甲
府
検
察
審
査
会

　
（
甲
府
地
方
裁
判
所
内
）

　
☎
０
５
５
‐
２
１
３
‐
２
５
４
８

「
甲
州
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保

険
事
業
計
画
」策
定
に
係
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

こ
の
調
査
は
高
齢
者
の
方
の
生
活
状
況
、

介
護
保
険
制
度
に
関
す
る
意
向
を
把
握
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。
今
後
の
高
齢
者
施
策
、

介
護
保
険
事
業
の
重
要
な
資
料
と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
調
査
方
法

　
１
月
上
旬
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
を
対
象

者
へ
送
付
し
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
の
要
支
援
・
要
介
護
者
の

認
定
を
受
け
て
い
る
方
（
９
０
０
名
）

　

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
高
齢
者

（
１
，
３
０
０
名
を
住
民
基
本
台
帳
か
ら
無

作
為
に
抽
出
）

◦
回
答
方
法

　
同
封
の
返
信
用
封
筒
に
調
査
票
を
入
れ
て

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

問
介
護
支
援
課　
介
護
保
険
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
６

甲
州
市
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

１
月
22
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
～

甲
州
市
民
文
化
会
館　
２
階　
大
会
議
室

無
料

地
域
資
源
を
実
際
に
活
用
し
て
い
る
方
々

を
招
き
、
参
加
者
と
共
に
語
り
合
い
ま
す
。

◦
基
調
講
演

　
「
甲
州
市
の
現
状
と
歩
む
べ
き
道
」

　
藻
谷 

浩
介 

氏

　
㈱
日
本
総
合
研
究
所 

主
席
研
究
員

◦
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

※
当
日
、
会
場
受
付
で
参
加
可
能
で
す
。

問
都
市
整
備
課　
計
画
指
導
・
景
観
担
当

　
☎
32
‐
５
０
７
２
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保
育
所
給
食
調
理
員
（
臨
時
職
員
）

募
集保

育
所
の
給
食
の
調
理
業
務

月
曜
日
～
金
曜
日

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
土
曜
日　
（
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
出
勤
あ
り
）

◦
募
集
人
員　
１
名

◦
勤
務
場
所　
東
雲
保
育
所

◦
休　
日

　
毎
週
２
日

　
日
曜
日
、
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始

◦
賃　
金

　
日
額　
６
，
２
０
０
円

　
賞
与　
年
２
回　
※
通
勤
手
当
あ
り

◦
そ
の
他

　
有
給
休
暇
（
６
ヶ
月
勤
務
す
る
と
、
そ
の

後
１
年
間
で
10
日
）、
雇
用
、
公
災
、
健
康
、

厚
生
年
金
の
保
険
等
に
加
入
し
ま
す
。

問
総
務
課　
人
事
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
２
２
５・２
２
６
）

甲
州
市
国
際
交
流
の
集
い

２
０
１
７　
参
加
者
募
集

　
国
際
交
流
に
興
味
の
あ
る
方
が
集
ま
り
相

互
理
解
を
深
め
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
み
ん
な

で
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！

１
月
29
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
午
前
９
時
30
分　
受
付

甲
州
市
民
文
化
会
館　
３
階　
研
修
室
他

節
分
体
験
、
大
切
な
人
に
送
る
絵
手
紙
づ

く
り

※
当
日
は
、
昼
食
に
恵
方
巻
を
作
り
ま
す
。

※
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
は
し
て
い
ま
せ
ん

外
国
人
・
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

　
定　
員　
40
名

５
０
０
円

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
（
バ
ン
ダ
ナ
等
）、
ハ

ン
ド
タ
オ
ル

◦
締
切
日　
１
月
20
日
（
金
）

問
甲
州
市
国
際
交
流
委
員
会
事
務
局　

　
市
民
課　
市
民
参
画
・
協
働
担
当

　
☎
32
‐
５
５
８
３

平
成
28
年
度

「
甲
州
市
生
涯
学
習
推
進
大
会
」

―
と
も
に
学
び
あ
い
・
と
も
に
ふ
れ
あ
い
・

と
も
に
支
え
あ
い
―

２
月
18
日
（
土
）

午
後
12
時
30
分
～
（
開
場
）

　
午
後
１
時
～
（
開
演
）

甲
州
市
民
文
化
会
館　
ホ
ー
ル

無
料

【
子
ど
も
た
ち
の
意
見
発
表
】

　
市
内
小
中
学
生
の
３
組
か
ら
意
見
発
表
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
童
謡
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
】

◆「
童
謡
・
叙
情
歌
の
合
唱
」

　
各
地
区
公
民
館
・
自
治
公
民
館
等
ご
と　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
世
代
で
一

緒
に
歌
い
ま
し
ょ
う
！

◆「
土
屋
朱
帆
童
謡
コ
ン
サ
ー
ト
」

　
童
謡
歌
手
・
土
屋
朱
帆
さ
ん
が
お
贈
り
す

る
童
謡
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

問
生
涯
学
習
課　
社
会
教
育
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
７

甲
州
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

学
習
会
「
楽
し
く
い
き
い
き
健
康

体
操
」　
参
加
者
募
集
【
無
料
】

２
月
１
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

塩
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

若
返
り
体
操
、
脳
活
性
化
体
操
、
転
倒
予

防
の
体
操

◦
講　
師　
株
式
会
社
フ
ィ
ッ
ツ

　
　
　
　
　
関
口　
雄
二 

氏

動
き
や
す
い
服
装
、
汗
拭
き
タ
オ
ル

市
内
在
住
の
方

　
定　
員　
50
名

◦
締
切
日　
１
月
18
日
（
水
）

問
甲
州
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
事
務
局

　
（
市
民
課　
市
民
参
画
・
協
働
担
当
）

　
☎
32
‐
５
５
８
３

市
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

学
習
会

１
月
30
日
（
月
）

午
後
４
時
～
６
時

勝
沼
市
民
会
館　
２
階　
大
会
議
室

〇
講
演
会

　
「
お
と
な
と
子
ど
も
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
術
」

　
鹿
嶋　
真
弓 

氏

　
（
高
知
大
学
教
育
学
部
准
教
授
）

市
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員

問
井
尻
小
学
校

　
☎
33
‐
２
５
０
９

新
春
か
る
た
大
会

１
月
５
日
（
木
）

受
付　
午
前
９
時
30
分
～

　
開
始　
午
前
10
時
〜

甘
草
屋
敷

か
る
た
大
会
・
も
ち
つ
き
正
月
遊
び
ほ
か

市
在
住
の
未
就
学
児
・
小
学
生

※
当
日
、甘
草
屋
敷
で
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

問
甲
州
市
生
涯
学
習
市
民
協
議
会　
事
務
局

　
（
生
涯
学
習
課
内
）

　
☎
32
‐
５
０
９
７

甲
州
市
の
小
正
月
行
事

　
甲
州
市
で
は
道
祖
神
へ
の
信
仰
が
色
濃
く

残
っ
て
お
り
、
１
月
14
日
を
中
心
に
各
地
区

で
特
徴
あ
る
小
正
月
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
古
来
か
ら
伝
承
さ
れ
て
き
た
小
正
月
の

道
祖
神
祭
り
を
ぜ
ひ
ご
体
感
く
だ
さ
い
。

一
之
瀬
高
橋
の
春
駒

　
（
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）

１
月
８
日
（
日
）

午
後
６
時
～

旧
高
野
家
住
宅　
甘
草
屋
敷

田
野
十
二
神
楽

　
（
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）

１
月
14
日
（
土
）

午
後
６
時
30
分
～

田
野
地
区
公
民
館

藤
木
道
祖
神
祭 

太
鼓
乗
り

　
（
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）

１
月
14
日
（
土
）

午
後
７
時
～

放
光
寺
駐
車
場

問
甲
州
市
教
育
委
員
会　
文
化
財
課

　
☎
32
‐
５
０
７
６

：日付　 ：時間　 ：場所　 ：料金　 ：対象　 ：内容　 ：持ち物　㊡：休館　問：問合せ



暮
ら
し
の
情
報

平成 29 年 1 月 18

学
校
給
食
試
食
会

２
月
17
日
（
金
）

正
午
～

高
校
生
以
上
の
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

◦
締
切
日　
１
月
31
日
（
火
）

◦
申
込
方
法

　
住
所
、
氏
名
（
代
表
者
名
）、
希
望
人
数
を

明
記
の
上
ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
当
選
し
た
方
の
み
に
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

◦
食　
数　
30
食

◦
単　
価　
１
食
３
１
０
円
（
中
学
生
単
価
）

◦
そ
の
他

　

変
更
は
実
施
日
の
１
週
間
前
ま
で
と
し
、

そ
の
後
の
変
更
は
出
来
ま
せ
ん
。（
代
理
等

の
参
加
又
は
、
納
付
書
に
よ
っ
て
１
食
分

を
請
求
し
ま
す
）

問
甲
州
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
〒
４
０
４
‐
０
０
３
６

　
甲
州
市
塩
山
熊
野
９
５
８
‐
１

　
☎
33
‐
４
４
０
３　
ＦＡＸ
33
‐
５
６
７
３

甲
州
市
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

教
室　
参
加
者
募
集
！

２
月
12
日
（
日
）

※
参
加
者
に
は
、
詳
細
な
日
程
表
を
送
り
ま
す
。

小
海
リ
エ
ッ
ク
ス
・
ス
キ
ー
バ
レ
ー
（
長

野
県
）

市
内
在
住
者
（
小
学
４
年
生
以
上
）

　
定　
員　
80
名

【
リ
フ
ト
代
・
交
通
費
（
バ
ス
送
迎
費
）】

　
大
人
（
高
校
生
以
上
）　　
３
，
５
０
０
円

　
子
ど
も
（
中
学
生
以
下
）　
２
，
５
０
０
円

※
昼
食
・
レ
ン
タ
ル
料
は
各
自
負
担
と
な
り

ま
す
。

【
各
種
レ
ン
タ
ル
料
金
】

　
ウ
ェ
ア
上
下
セ
ッ
ト
レ
ン
タ
ル
１
日
（
大

人
２
，５
０
０
円・子
ど
も
１
，５
０
０
円
）、

板
・
ブ
ー
ツ
セ
ッ
ト
レ
ン
タ
ル
１
日
（
大

人
２
，
５
０
０
円・子
ど
も
１
，
５
０
０
円
）

◦
締
切
日　
１
月
20 

日
（
金
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
８

４
コ
ー
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

出
場
チ
ー
ム
募
集
！
【
無
料
】

１
月
29
日
（
日
）

午
後
１
時
～　
　
　
受
付

　
午
後
１
時
30
分
～　
開
会
式

塩
山
体
育
館

甲
州
市
・
山
梨
市
在
住
ま
た
は
在
勤
で
構

成
さ
れ
た
チ
ー
ム

十
字
型
の
ネ
ッ
ト
を
用
い
、４
区
画
の
コ
ー

ト
で
行
う
４
チ
ー
ム
対
抗
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
。

　
健
康
測
定
（
体
脂
肪
・
活
力
年
齢
・
骨
密
度
・

欠
陥
年
齢
・
Ｂ
Ｍ
Ｉ
測
定
な
ど
の
測
定
も

で
き
ま
す
。）

◦
そ
の
他

　
審
判
が
で
き
る
よ
う
に
、
笛
の
準
備
を
お

願
い
し
ま
す
。
主
・
副
審
判
は
、
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

◦
チ
ー
ム
構
成　

　
４
～
６
名
（
選
手
４
名
、
交
代
選
手
２
名
）

※
小
学
生
が
入
る
場
合
に
は
、
保
護
者
ま
た

は
成
人
の
方
が
１
名
入
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

◦
募
集
数　
16
チ
ー
ム　
（
先
着
順
）

◦
締
切
日　
１
月
18
日
（
水
）

◦
申
込
方
法

　
参
加
申
込
書
の
提
出
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ

り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、

生
涯
学
習
課
（
甲
州
市
民
文
化
会
館
１
階

事
務
所
）
に
あ
り
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
８　
ＦＡＸ
32
‐
３
３
９
１

第
11
回
上
条
集
落
見
学
会
【
無
料
】

１
月
９
日
（
月
・
祝
）

午
前
10
時
～
正
午

福
蔵
院
駐
車
場

１
月
14
日
（
土
）
に
行
う
上
条
集
落
の
ど

ん
ど
焼
き
の
「
オ
コ
ヤ
」
を
見
学
で
き
る

貴
重
な
機
会
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

※
歩
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
昼
食
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◦
締
切
日　
１
月
６
日
（
金
）

◦
申
込
方
法

　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
氏
名
・
住
所
・

電
話
番
号
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
文
化
財
課

　
☎
32
‐
５
０
７
６　
ＦＡＸ
32
‐
５
１
７
２

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
だ
よ
り

　
新
年
は
１
月
６
日
（
金
）
か
ら
通
常
開
館

に
な
り
ま
す
。

〇
釈
迦
堂
を
楽
し
も
う

　
市
内
在
住
の
小
学
生
は
利
用
券
ま
た
は
パ

ス
ポ
ー
ト
の
提
示
で
、
本
人
と
同
伴
の
家

族
が
１
名
入
館
無
料
に
な
り
ま
す
。
ま
た

釈
迦
堂
ふ
ぁ
ん
ク
ラ
ブ
会
員
（
年
会
費
１
，

０
０
０
円
）
も
随
時
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

釈
迦
堂
を
お
気
に
入
り
の
場
所
と
し
て
楽

し
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館　
☎
47
‐
３
３
３
３

児
童
セ
ン
タ
ー
・
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
無
料
】

〇
塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー
〇

～
フ
ァ
ー
ス
ト
サ
イ
ン
～

　

ま
だ
言
葉
の
話
せ
な
い
赤
ち
ゃ
ん
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
も
う

１
月
20
日
（
金
）

午
前
10
時
30
分
～

塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー

１
歳
以
下
の
子
と
親

バ
ス
タ
オ
ル

問
塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
33
‐
７
９
０
０

〇
塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー
〇

～
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
～

　
親
子
で
ゆ
っ
く
り
肌
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し

も
う

１
月
30
日
（
月
）

午
前
10
時
30
分
～

塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー

１
歳
以
下
の
子
と
親

バ
ス
タ
オ
ル

問
塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
33
‐
７
８
０
０
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◎甲州社会福祉協議会へ
　逸村　一徳 さん　( 山梨市落合 )
　手作りボランティアつみくさ会　（熊野）
　かつぬまボランティア会（勝沼町）

男み
ん
な女
で
環わ

に
な
り
笑
顔
の
甲
州
市

甲
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

◆
◆
◆
甲
州
市
の
明
る
い
未
来
を
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
描
こ
う
◆
◆
◆

　
当
委
員
会
で
は
、
３
月
４
日
に
「
働
く
」「
暮
す
」「
地
域
」
と
、
３
つ
の
視
点
か
ら

ま
ち
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
地
域
づ
く
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

再
生
が
ご
専
門
で
、
山
梨
県
に
関
わ
り
深
い
石
阪
督
規
（
い
し
ざ
か 

と
く
の
り
）
先
生

を
招
き
、
皆
さ
ん
と
甲
州
市
の
活
性
化
を
考
え
ま
す
。
ま
ず
は
身
近
な
小
さ
な
こ
と
か

ら
み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
・
・

　
当
日
は
、
塩
山
高
校
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
探
究
活
動
報
告
も
展
示
す
る
予
定

で
す
。
若
者
の
意
見
も
聞
き
、
世
代
を
超
え
て
甲
州
市
の
明
る
い
将
来
を
考
え
ら
れ
た

ら
素
敵
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

家
族
介
護
者
交
流
会

２
月
16
日
（
木
）

午
前
８
時
～
午
後
４
時
30
分

１
、０
０
０
円

市
内
在
住
で
在
宅
高
齢
者
を
介
護
さ
れ
て

い
る
方

　
定　
員　
25
名
（
先
着
順
）

◦
場　
所

○
甲
州
市
民
文
化
会
館　
駐
車
場

　
出
発　
午
前
８
時
10
分

○
勝
沼
支
所　
前
庭
駐
車
場

　
出
発　
午
前
８
時
30
分

◦
行　
程

　
首
都
圏
日
帰
り
（
雷
門
・
浅
草
寺
周
辺
）

◦
締
切
日　
１
月
31
日
（
火
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

◦
そ
の
他

　
集
合
場
所
ま
で
の
送
迎
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
申
し
込
み
の
際
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

問
山
の
都
福
祉
会　
サ
ン
コ
ー
ト
勝
沼

　
担
当　
若
杉

　
☎
44
‐
５
５
７
１

　
甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
介
護
支
援
課
内
）

　
☎
32
‐
５
６
０
０

無
料
法
律
相
談
【
要
予
約
】

１
月
16
日
（
月
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

市
役
所
本
庁
舎　
２
階　
第
２
会
議
室

市
内
在
住
の
方

　
定　
員　
６
名
（
１
名
に
つ
き
30
分
以
内
）

※
１
月
５
日
（
木
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
予

約
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
な
る
べ
く
多
く
の
方
に
相
談
機
会
を
設
け

る
た
め
、
回
数
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

無
料
法
律
相
談（
休
日
）【
要
予
約
】

１
月
28
日
（
土
）

午
前
９
時
～
午
後
12
時
20
分

甲
州
市
民
文
化
会
館　
２
階　
第
１
会
議
室

市
内
在
住
の
方

　
定　
員　
５
名
（
１
人
に
つ
き
40
分
以
内
）

※
１
月
10
日
（
火
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
電

話
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

問
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
無
料
法
律
相
談
事
務
局

　
☎
44
‐
２
６
１
２

無
料
消
費
生
活
相
談
【
要
予
約
】

１
月
26
日
（
木
）

午
前
９
時
～
正
午
（
午
前
の
部
）

　
午
後
１
時
～
４
時
（
午
後
の
部
）

市
役
所
本
庁
舎　
１
階　
市
民
相
談
室

市
内
在
住
の
方

　
定　
員　
12
名
（
１
名
に
つ
き
30
分
以
内
）

消
費
生
活
関
連
、
架
空
請
求
、
訪
問
販
売

等
に
関
す
る
消
費
者
保
護
手
続
、
サ
ラ
金
、

多
重
債
務
、
相
続
、
遺
言
、
労
働
契
約
、

社
会
保
険
に
関
す
る
相
談
な
ど

※
１
月
５
日
（
木
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
予

約
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
相
談
す
る
事
項
を
よ
く
整
理
し
、
関
係
書

類
等
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

合
同
相
談
【
予
約
不
要
・
無
料
】

１
月
12
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

市
役
所
本
庁
舎　
２
階　
第
１
会
議
室

市
内
在
住
の
方

※
行
政
、
人
権
、
家
庭
の
こ
と
で
お
悩
み
の

方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

：日付　 ：時間　 ：場所　 ：料金　 ：対象　 ：内容　 ：持ち物　㊡：休館　問：問合せ

塩山駅南口市民ギャラリー
写佛画展 １月４日（水）～２月５日（日）

塩山文化協会の写佛部による作品を展示いたします。
※展示内容・期間につきましては、

変更になる場合もあります。

温かな善意ありがとうございました



暮
ら
し
の
情
報

平成 29 年 1 月 20

勝
沼
地
域
行
政
相
談

　
　
　
　
　
　
【
予
約
不
要・無
料
】

１
月
20
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

勝
沼
防
災
セ
ン
タ
ー　
２
階　
会
議
室
Ａ

市
内
在
住
の
方

※
行
政
に
関
わ
る
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

も
の
忘
れ
相
談
【
要
予
約
】

１
月
20
日
（
金
）

午
後
３
時
～

※
１
月
17
日
（
火
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

市
役
所
本
庁
舎　
１
階　
市
民
会
議
室
Ｂ

「
最
近
忘
れ
っ
ぽ
く
て
心
配
」
と
い
う
方

や
そ
の
家
族
の
お
悩
み
を
専
門
医
が
伺
い

ま
す
。

問
介
護
支
援
課　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
５
６
０
０

障
害
者
生
活
支
援
相
談
【
要
予
約
】

水
曜
日
（
午
後
５
時
15
分
～
７
時
）

　
１
月
４
日
、
11
日
、
18
日
、
25
日

土
曜
日
（
午
後
１
時
～
４
時
）

　
１
月
７
日
、
14
日
、
21
日
、
28
日

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

問
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

同
じ
障
害
を
持
つ
相
談
員　
ピ
ア
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談【
要
予
約
】

◦
視
覚　
石
原
テ
ル 

氏　

 

☎
33
‐
２
４
８
９

◦
聴
覚　
遠
藤
養
蔵 

氏　

 

ＦＡＸ
33
‐
９
１
９
２

◦
肢
体　
羽
村
千
鶴 

氏
（
肢
体
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

 

☎
32
‐
１
２
２
４

　
　
　
　
中
村
安
孝 

氏
（
脳
原
性
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

 

☎
44
‐
２
２
４
０

◦
知
的
障
害
児
保
護
者

　
　
　
　
田
中
美
津
江 

氏 

☎
32
‐
３
１
２
０

◦
知
的　
雨
宮
さ
つ
き 

氏 

☎
32
‐
０
２
８
５

※
相
談
日
・
時
間
帯
に
つ
い
て
、
ま
た
来
所
で

き
な
い
方
に
つ
い
て
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

問
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

障
害
者
陶
芸
教
室

１
月
10
日
（
火
）

午
後
１
時
～

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
定　
員　
15
名
程
度

１
０
０
円

問
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

こ
こ
ろ
の
専
門
相
談
【
要
予
約
】

〔
精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談
〕

１
月
18
日
（
水
）

午
後
２
時
30
分
～
４
時
30
分

◦
締
切
日　
１
月
11
日
（
水
）

〔
臨
床
発
達
心
理
士
に
よ
る
相
談
〕

毎
月
第
１･

第
３
火
曜
日

午
前
中

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

問
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

介
護
者
の
会
『
四
つ
葉
の
会
』

例
会
の
お
知
ら
せ

１
月
12
日
（
木
）

午
前
11
時
～

勝
沼
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
甲
州
市
民
文
化
会
館
表
駐
車
場

　
午
前
10
時
30
分
集
合

温
泉
に
つ
か
り
な
が
ら
心
身
の
疲
れ
の
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
と
交
流

会
員
、
介
護
に
携
わ
っ
て
い
る
方
、
介
護

に
つ
い
て
関
心
の
あ
る
方

入
浴
に
必
要
な
タ
オ
ル
等

５
０
０
円

◦
申
込
方
法

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
電
話
に

て
１
月
６
日
（
金
）
ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。　

問
甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
介
護
支
援
課
）　

　
☎
32
‐
５
６
０
０

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
窓
口

１
月
24
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
事
務
所
（
市

役
所
地
下
１
階
）

　
☎
０
５
０
‐
８
０
０
２
‐
５
１
２
２

　
（
開
設
日
の
み
）

問
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
44
‐
２
６
１
２

：日付　 ：時間　 ：場所　 ：料金　 ：対象　 ：内容　 ：持ち物　㊡：休館　問：問合せ

大滝不動尊
金界坊堂　再建

　１２月１１日、勝沼町菱山にある大滝不動尊の金
界坊堂の落慶式が行われ、関係者を集い再建を祝い
ました。
　この金界坊堂は、大滝不動尊を開いた三光寺７代
目住職の金界坊を祀るお堂です。２０１４年の大雪
で倒壊しましたが、地域住民や信徒らからの寄付や
市の補助金などによって再建されました。
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　農業振興地域の整備に関する法律（以下「農振法」と
いう。）に基づく農用地区域内の農地を宅地等に利用した
い場合には、農業委員会に農地転用申請をする前に、農
振法に基づく農振除外の許可が必要となりますので、次
のとおり申し出の受け付けを行います。
　なお、平成２９年度は農業振興地域整備計画の総合見
直しが予定されており、その期間中は農振除外の受け付
けを行いません。農振農用地区域内の農地における具体
的な事業計画がある場合は、早めにご相談いただき、受
け付け期間内の申請をお願いします。
■事前相談
　農振除外はすべての農地で出来るわけではありません。

除外できる可能性がある農地なのか事前に産業振興課
農地担当までご相談ください。また、申出書作成には
時間がかかりますので、事前の相談はお早めにお願い
します。書類の作成が間に合わないと翌年までお待ち
いただくことになります。

■期　間　３月１日 ( 水 ) ～２４日 ( 金 )　
　　　　※受付期間終了後の受け付けはいたしません。
■提出先　産業振興課　農地担当
　　　　　午前８時３０分～午後５時１５分
　　　　　（土曜日・日曜日・祝祭日は除く）
■対象の農地　具体的な計画（住宅建築等）があり、許

可後１年以内に転用申請するものについて、他に代替

する土地がなく、集団的農用地や農業振興計画への支
障が無い必要最小限の農地で概ね１０，０００㎡未満
の申し出を対象とします。※除外は必要最小限ですの
で、計画に必要な面積を算出してください。

■申出書類について
　申出書は産業振興課窓口または甲州市のホームページ
（http://www.city.koshu.yamanashi.jp/）からダウ
ンロードもできます。

■注意事項
・既に除外されている農地を所有している場合は、そち

らの土地を使用することが優先となります。また、所
有の除外されている農地は農振農用地へ編入させてい
ただきます。

・土地基盤整備・土地改良事業等（畑地帯総合整備事業
など）に係る地区内の農地については事業が完了した
翌年度から起算して８年間は除外できません。

・その他詳細については産業振興課農地担当までお問合
せください。

※申出した農地が必ず除外できるとは限りませんので、
ご承知おきください。

※既に除外されている農地の農振農用地への編入も受付
します。

◆お問い合わせ先　産業振興課　農地担当
　☎３２ ‐ ５０９２

農振除外申出の受け付けについて

○
平
成
26
年
10
月
１
日
か
ら
成
人
用
肺
炎
球

菌
の
定
期
接
種
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
に
成
人
用
肺
炎
球
菌
の
予
防
接
種

を
し
た
こ
と
が
な
い
方
を
対
象
に
平
成
30

年
度
ま
で
の
間
に
１
人
１
回
、
定
期
接
種

の
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

○
肺
炎
は
、
日
本
人
の
死
因
の
第
３
位
で
あ

り
、
成
人
の
肺
炎
の
う
ち
約
１
／
４
～
１

／
３
は
肺
炎
球
菌
が
原
因
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
肺
炎
球
菌
の
予
防
接
種
を
す
る

こ
と
に
よ
り
、
肺
炎
の
原
因
と
な
る
80
％

以
上
の
肺
炎
球
菌
に
効
果
が
あ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

ま
ず
は
か
か
り
つ
け
医
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

○
平
成
28
年
度
は
以
下
の
方
が
定
期
接
種
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

１
．
経
過
措
置
の
対
象
と
な
る
方
（
下
表
）

２
．
60
歳
か
ら
65
歳
未
満
の
方
で
、
心
臓
、

腎
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
に
自
己
の
身
辺
の

日
常
生
活
活
動
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程

度
の
障
害
や
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
免
疫
の
機
能
に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん

ど
不
可
能
な
程
度
の
障
害
が
あ
る
方

※
平
成
26
年
10
月
１
日
よ
り
前
に
自
費
で
接

種
し
た
こ
と
が
あ
る
方
は
、
定
期
接
種
の

対
象
か
ら
除
き
ま
す
。

○
定
期
接
種
の
対
象
と
な
る
方
に
は
、
接
種

費
用
の
う
ち
４
，
０
０
０
円
を
助
成
し
て

お
り
ま
す
。

　
対
象
者
の
方
で
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

平
成
29
年
３
月
31
日
（
金
）
ま
で
に
接
種

し
た
も
の
が
助
成
の
対
象
と
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
市
で
は
、
今
ま
で
に
成
人
用
肺
炎
球
菌
の

予
防
接
種
を
し
た
こ
と
が
な
い
方
の
う
ち
、

年
度
末
に
76
歳
以
上
と
な
る
定
期
接
種
の

対
象
年
齢
以
外
の
方
に
も
助
成
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
事
業
は
平
成
29
年
度
末

で
終
了
と
な
り
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
増
進
課　
健
康
企
画
・
医
療
担
当　

☎
32
‐
５
０
１
４

■経過措置の対象となる方
６５歳 昭和２６年４月２日生～昭和２７年４月１日生

７０歳 昭和２１年４月２日生～昭和２２年４月１日生

７５歳 昭和１６年４月２日生～昭和１７年４月１日生

７５歳 昭和１１年４月２日生～昭和１７年４月１日生

８０歳 昭和１１年４月２日生～昭和１２年４月１日生

８５歳 昭和 ６年４月２日生～昭和 ７年４月１日生

９０歳 大正１５年４月２日生～昭和 ２年４月１日生

９５歳 大正１０年４月２日生～大正１１年４月１日生

１００歳 大正 ５年４月２日生～大正 ６年４月１日生

成
人
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
は

お
済
み
で
す
か
？
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申告書作成会場の開設日程について
　所得税及び復興特別所得税・贈与税・個人事業者の消費税及び地方消費税の申告書作成会場を
次のとおり開設します。
■場　所　夢わーく山梨 ３階 大集会室（山梨市上神内川１３４８）
■期　間　平成２９年２月１６日（木）～３月１５日（水）（土日を除く）
■時　間　午前８時３０分～午後４時（受付）
　　　　　午前９時～午後５時（相談）
※山梨税務署には、確定申告書作成・相談会場はありませんので、ご了承ください。

税理士会による無料申告相談について
開催日 会　場 所在地 時　間

２月　３日（金） 甲州市役所
２階　第１会議室 甲州市塩山上於曽１０８５－１

各日
午前１０時～正午
午後１時～４時

２月　６日（月）
２月　７日（火）

笛吹市役所市民窓口館
４階　４０１会議室 笛吹市石和町市部８０９－１

２月　９日（木）
２月１０日（金）
２月１３日（月）

夢わーく山梨
３階　大集会室 山梨市上神内川１３４８

※小規模納税者の所得税および復興特別所得税、消費税、地方消費税、年金受給者ならびに給与所得者の所得税
および復興特別所得税の申告書を作成して提出できます。（土地、建物および株式などの譲渡所得がある場合
を除く。）

※申告書等の提出のみの場合は、直接税務署に提出（郵送可）してください。また、確定申告に必要な書類、計
算器具、筆記具、印鑑およびマイナンバーに係る本人確認書類（マイナンバーカードまたは、番号確認書類お
よび身元確認書類）の写し等をご持参ください。

税務関係書類（申告書・申請書など）を提出する際に、本人確認が必要になります。
【個人番号確認及び本人確認に使用する書類の例】
　（例１）　個人番号カード
　（例２）　通知カード＋運転免許証、健康保険証等

年金受給者の方の確定申告不要制度について
　公的年金等の収入金額が４００万円以下であり、かつ、その公的年金等の全部が源泉徴収の対象となる場合に

おいて、公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が２０万円以下であるときは、所得税及び復興特別所得税の
確定申告は必要ありません。

　なお、この制度により確定申告の必要がない場合であっても、所得税および復興特別所得税の還付を受けるた
めには、確定申告をする必要があります。

　また、公的年金以外の所得金額が２０万円以下で所得税の確定申告書の提出を要しない場合でも、住民税の申
告が必要です。

国外転出をする場合の譲渡所得等の特例等の創設
　平成２７年７月１日以後に国外転出をする一定の居住者が１億円以上の有価証券等を所有している場合は、そ

の対象資産の含み益に所得税 ( 復興特別所得税を含みます。以下同じです。) が課税されることとなりました。
　国外転出時課税の対象となる方は、所得税の確定申告等の手続きを行う必要があります。また、一定の場合は、

納税猶予制度や税額を減額するなどの措置を受けることができます。いずれの措置等も国外転出までに納税管
理人の届出書を所轄税務署に提出するなどの手続きが必須となりますので、ご注意ください。

◆お問い合わせ先
　山梨税務署　☎２２ ‐ １４１１　個人課税　第１部門  （内３１）　資産課税部門（内４１）

山梨税務署から
のお知らせ



広報こうしゅう23

高齢者が関係する交通事故多発 !
ベテランの慣れは事故のもと！
運転は基本を大切にお願いします。

　ニュースなどでも多く報じられているよう
に、高齢者が関係する交通事故が多発してい
ます。悲惨な交通事故を起こさない、遭わな
いために、初心に戻って基本を守った運転をお願いします。
高齢ドライバーの皆さんへお願い

○運転するときは、しっかり前を見ましょう。
○交差点ではキチンと停止し、左右の安全をしっかり確認し

ましょう。
○シートベルトをしっかり着けましょう。
○体調が悪いとき、疲れているときは運転しないようにしま

しょう。

広報こうしゅう23

日下部警察署からのお知らせ

★お問い合わせ先★
　勝沼図書館	 ☎４４‐３７４６
　塩山図書館	 ☎３２‐１５０５
　大和図書館	 ☎４８‐２９２１
　甘草屋敷子ども図書館	 ☎３３‐５９２６

図書館ＨＰ　http://www.lib -koshu.jp/

としょかん
つうしん

◆お問い合わせ先　日下部警察署　☎２２ ‐ ０１１０

◆市内図書館「本の福袋」貸し出し
　図書館員のおススメする本のセットです。いつも
自分で選ぶ本とは違う本にチャレンジしてみません
か？何が入っているかは借りてからのお楽しみ！
★市内全館１月５日（木）午前１０時の年始開館か
　ら貸出を始めます。
※全て貸し出された時点で終了となります。

◆勝沼図書館　新春映画会
★ １月７日（土）　午後２時〜
　　「にほんむかしばなし」
★１月８日（日）　午後２時〜
　　「お楽しみ映画会」
■会場　両日共に勝沼図書館視聴覚室

◆甘草屋敷子ども図書館第５１回企画展・２０１７東日本大震災復興支援イベント
　『ハイパーレスキュー！　災害現場へ走れ！』写真パネル展
■会期　１月５日（木）～３月２６日（日）
■会場　甘草屋敷子ども図書館
　「震災を伝えていく」ことを目標として始めた東日本大震災関連図書の展示。
　５年目となる今年は「救助」という視点でハイパーレスキューの活動に注目しました。
　子どもさん向けには、消防車や救急車の絵本も展示しています。
　（協力：東京消防庁・著者／深光富士男氏・出版社／佼成出版社）

★著者：深光富士男さん講演会★
　「取材・撮影・原稿書き４０年　本作りに秘策はあるのか？」
■日時　２月２５日（土）午後２時～　　■会場　甘草屋敷子ども図書館
　ハイパーレスキューの東日本大震災時の活動の様子をはじめ、これまで３００人以上の方から取材する中で得
た「話を聞く事」に対する姿勢など、「人」と「本」をつなぐお話を伺います。
　参加のお申し込みは塩山図書館まで。

◆知的書評合戦ビブリオバトル ＩＮ 塩山⑫
■日時　２月１２日（日）午後５時３０分～　　　■会場　塩山図書館カウンター前
　１１月に開催した第１１回大会のチャンプ本は『キネマの神様』（原田マハ／著）でした！
　２月の大会ではどんな本がチャンプ本に輝くのでしょうか？！選ぶのは観客の皆さんです！

ちょっとまって！ それ詐欺ですちょっとまって！ それ詐欺です
〇家族からの電話で・・・
　「会社のお金を使い込んじゃって。同僚が行くからお金
　を渡して」
〇市役所からの電話で・・・
　「還付金があります。手数料
　を振り込んで下さい。」
〇警察からの電話で・・・
　「あなたの銀行口座が悪用されています。口座を凍結す
　るためにカードを預かります。」

電話やメールでは相手の顔はわからない！
　　お金の話が出たら警戒を！
　　　　家族や警察にすぐ相談しましょう。



佐
さとう

藤 叶
かなえ

依ちゃん（１歳）

元気いっぱい！笑顔がはじけるステ
キな女の子になってね♡

父・一輝さん、母・昭子さん
（赤尾）

有
料
広
告

有
料
広
告

米
よねなみ

波 碧
あき

希くん（３ヶ月）

笑顔も泣き顔もかわいい碧希く
ん♡これからも元気に育ちます
ように☆

父・純平さん、母・麗緒奈さん
（下塩後）
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世帯と人口 （２０１６．12．１現在）
（　）内は前月比 人口 ３２，９22人（−48）　男 １５，９16（−27）　女 １７，０06人（−21）　世帯数 １３，２41世帯（−16）
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峯
みねの

野 将
まさあき

彰くん（4歳）

　　 翠
みどり

ちゃん（０ヶ月）

翠ちゃん、元気に生まれてきてく
れてありがとう！兄妹仲良く元気
に育ってね♡

父・高彰さん、母・沙織さん
（赤尾）


